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【参加学会の概要】 

 報告者は，2013 年 9 月 2 日から 9 月 7 日にかけて，スイスのローザンヌで開

催された 16th European Conference on Developmental Psychology に参加し，発表

を行った。 

 European Conference on Developmental Psychology は 2 に年に一度開催される発

達心理学の学会であり，ヨーロッパの発達心理学者を中心に世界中から参加者が集

まる学会である。報告者の専門とするトピックは“心の理論”研究であり，イギリスを中心

にヨーロッパで盛んに研究が行われているため，この学会に参加することは報告者に

とって大きな意義がある。 

 

【得られた成果】 

 本学会に参加することで以下のような成果を得ることができた。 

(1) 研究者との交流 

 本学会では，多くの研究者と交流を行うことができた。ヨーロッパの発達

心理学者と議論を行い，様々な示唆を得ることができたことは非常に大きな

成果である。また，本学会は日本人の参加者も多く，これまで国内の学会で

出会ったことのなかった日本人研究者とも交流を持つことができ，その後も

メイルのやり取りなどを行い，互いに意見交換等を行っている。日本の研究

を発信するという面においても日本人研究者とも交流を深めることができ

たことは有意義であったと言える。 

(2) 研究内容へのフィードバック 

 報告者はこの学会では，これまで外部に発表したことのない内容を発表し

た。また，報告者がこれまで行ってきた研究とは異なる分野の研究であった

ため，様々な視点から多くの研究者にフィードバックを与えてもらったこと

は今後の研究にも役立つと考えられる。また，ディスカッションを通して議

論をおこなう力も養うことができた。これは大学院生である報告者が今後，



研究者として様々な国の研究者と交流を行うために必要不可欠なものであ

る。これらの経験は非常に大きな意義があったと考えられる。 
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